第16回全国登山研究集会　レポート募集
日本勤労者山岳連盟・遭難対策部
分科会　山行管理と登山技術・遭難対策の実践と交流
山行計画書の受付と下山確認、下山確認できない場合や事故発生時の対応についてのレポートを募集します。下記の「はい」「いいえ」のどちらかを○で囲んで
下さい。その名称と対応について具体的に記載してください。
１、山行計画書の受付担当者（部署）は決まっていますか？

　はい　　いいえ　　　　「はい」の場合、その担当者（部署）の名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２、計画書には下山予定日時が記載されていると思いますが、予定通り下山した
場合の連絡先は決まっていますか？　　　
はい　　いいえ　　　　「はい」の場合、その担当者（部署）の名称　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３、下山確認できない場合や事故発生時の対応担当者（部署）は決まっていますか？
　

　　はい　　いいえ　　　　「はい」の場合、その担当者（部署）の名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４、会員外（他団体やガイドなど）との山行の場合、山行計画書の書式や事故発生時の対応について、考慮していることがあれば記載してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
５、下山確認できない場合や事故発生時の対応について記載してください。

　　マニュアル化されている場合はマニュアルを添付してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

団体名　　　　　　　　　　　　　　　　　記載者名　　　　　　　　　　　
☆レポート募集
地方連盟および会・クラブから下記のテーマで活動報告を求めます。
成功事例や特徴的な活動として、全国の仲間に広めていきたいと考えていますので、
第16回全国登山研究集会では、地方連盟・会・クラブから寄せられたレポートを報告集として作成し、当日の資料とします。
寄せられたレポートのなかから、全国登山研究集会で発表していただく方々を選出することにします。発表者については、会場までの交通費は全国連盟で負担します。
テーマ　
①会員拡大の経験（登山教室や自治体のニュース活用など）　
②山行管理の体制と緊急時の対応（メーリングリストの活用など）　
③新たな入会者（若手）に対し山行などをどのように働きかけているか　
④会報発行の工夫と年発行回数（発行体制など）
⑤ホームページの活用
⑥労山の基金や歴史などの教育　
⑦会の運営と体制で工夫・努力していること（月例会の開催数、役員の選出など）
報告書の書式と枚数は下記のようにお願いします。
ワード文書　、用紙　Ａ４　、余白　上下左右ともに25ｍｍ　、文字数・行数　40　
フォントの設定　日本語用のフォント　ＭＳ明朝、英数字用のフォント　ＭＳ明朝（または日本語用と同じ）　、スタイル　標準　、サイズ　12
文書１枚、写真や図表がある場合は追加１枚
以上をパソコンメールに添付でお送りください。
報告期限　2016年９月30日
